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真の美しい村へ

平成 24 年度　球磨村決算
第５回東海カワセミ会
10 月の Smile

箙
え び ら せ

瀬 裕
ゆ う す け

助 さん



10 月の目次 ‐ CONTENTS ‐

最優秀賞に布
ふ た

田美
み ち お

智夫さん作品「５月の松舟」
第８回くまむら棚田写真コンテスト

　
『
後
世
に
残
し
た
い「
魅

力
あ
る
棚
田
」
の
風
景
』

を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
第

８
回
く
ま
む
ら
棚
田
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
が
10

月
10
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
布

田
美
智
夫
さ
ん（
熊
本
市
）

の
作
品
「
５
月
の
松
舟
」

が
選
出
。
審
査
員
か
ら
は

「
背
景
が
主
体
と
な
っ
て

お
り
奥
行
き
が
あ
っ
て
よ

い
」
な
ど
と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
村
内
外
の
写

真
愛
好
家
か
ら
52
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募

さ
れ
た
全
て
の
作
品
は
、

10
月
26
日
土
・
27
日
日
の

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り‶

く

ま
む
ら
〟
会
場
で
展
示
さ

れ
ま
す
。

実りの秋。田舎の体験交流館「さん
がうら」では、稲刈り・掛け干し体
験を開催しました。機械で稲刈りを
するのは、熊本県立大学の池田未来
さん。少し戸惑いながらも初の稲刈
り体験を楽しんでいました。

今月の
表紙

急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。九州最大の鍾乳
洞「球泉洞」や村の中央を球磨川が流れ、眼下に雄
大なパノラマが広がる自然豊かな遊びの宝庫です。
おだやかに、緩やかに、人と自然が調和した悠久の
ロマンが、今も受け継がれています。
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平成 24 年度球磨村決算

第５回東海カワセミ会

Kuma Village Topics
山口地区子ども会観月会／神瀬保育園運動会／日當さん夫婦を表彰／第
２回球磨村ソフトテニスフェスティバル／第 21 回球磨村高齢者健康祭
／第４分会グラウンド・ゴルフ大会／稲刈り・掛け干し体験／ 2013 く

まむら６時間耐久リレーマラソン

情報の窓口
球磨村ゴルフ大会を開催さします／陸上自衛隊高等工科学校生徒採用試
験／人吉准看護学院試験／かわせみ物産館に農林産物を出荷しませんか
／九州カワセミ会に参加しませんか／くまもと教育の日 in くまむら／
第１回家族介護教室を開催します

我ら球磨村学校応援団

球磨村社会福祉協議会

陽だまり

青年団／球磨太郎レシピ

本のある暮らし／みんなの広場／戸籍の窓

人口・世帯の動き
各種相談日程
休日当番医　⑪月
行事予定　EVENT CALENDER　⑪月

Smile　～笑顔で輝く球磨人～／編集後記
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特集

真の美しい村へ
私たちの周りにある当たり前の風景―。それは、私たちにとっ
てかけがえのない「宝」だ。平成 25 年 10 月４日、島根県海

あ ま

士
町で開催された「日本で最も美しい村」連合臨時総会で、球磨
村の加盟が正式に承認された。全国で 54 番目の「日本で最も美
しい村」の誕生と共に、私たち一人一人に何ができるのかを考
えてみる。私たちの「宝」である球磨村を後世に遺

の こ

すために―。

262 年前につくられた毎床溝―今でも
毎床地区住民の生活を支えている



春、毎床地区に咲き誇る純白の梨の花

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
と
は

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
は
、
平
成
17
年
に
北
海
道
美
瑛

町
・
北
海
道
赤
井
川
村
・
山
形
県

大
蔵
村
・
岐
阜
県
白
川
村
・
長
野

県
大
鹿
村
・
徳
島
県
上
勝
町
・
熊

本
県
南
小
国
町
の
７
町
村
で
ス

タ
ー
ト
。
当
時
は
、
平
成
の
大
合

併
と
し
て
市
町
村
合
併
が
促
進
さ

れ
、
小
さ
く
て
も
素
晴
ら
し
い
地

域
資
源
や
美
し
い
景
観
を
持
つ
村

の
存
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
時

期
だ
っ
た
。そ
の
よ
う
な
中
、失
っ

た
ら
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
日
本

の
農
山
漁
村
の
景
観
・
文
化
を
守

り
つ
つ
、
最
も
美
し
い
村
と
し
て

の
自
立
を
目
指
す
運
動
が
開
始
さ

れ
た
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
は
、
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
を

持
つ
美
し
い
町
や
村
や
地
区
が
、

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
を
宣

言
す
る
こ
と
で
自
ら
の
地
域
に
誇

り
を
持
ち
、
将
来
に
わ
た
っ
て
美

し
い
地
域
づ
く
り
を
行
い
、
地
域

の
活
性
化
と
自
立
を
住
民
自
ら
の

手
で
推
進
す
る
こ
と
を
支
援
す
る

団
体
。
特
に
、
生
活
の
営
み
に
よ

り
形
成
さ
れ
て
き
た
景
観
・
環
境

や
地
域
の
伝
統
文
化
を
守
り
、
こ

れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
観
光
的
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付
加
価
値
を
高
め
、
地
域
の
資
源

の
保
護
と
地
域
経
済
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

よ
り
美
し
い
村
づ
く
り
を

目
指
し
て

　
加
盟
す
る
た
め
に
は
、
①
人
口

が
お
お
む
ね
１
万
人
以
下
で
あ
る

こ
と
、
②
景
観
（
生
活
の
営
み
に

よ
り
つ
く
ら
れ
た
景
観
）・
環
境

（
豊
か
な
自
然
や
自
然
を
生
か
し

た
街
町
や
村
の
環
境
）・文
化
（
昔

な
が
ら
の
祭
り
や
郷
土
文
化
、
建

物
な
ど
）
の
地
域
資
源
が
２
つ
以

上
あ
る
こ
と
、
③
美
し
い
景
観
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
住
民
に

よ
る
工
夫
し
た
地
域
活
動
、
地
域

特
有
の
工
芸
品
や
生
活
様
式
を
か

た
く
な
に
守
っ
て
い
る
な
ど
の
、

連
合
が
評
価
す
る
地
域
資
源
を
生

か
す
活
動
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
厳

し
い
条
件
が
あ
る
。

　
日
本
の
数
あ
る
美
し
い
農
山
漁

村
の
中
で
、
募
集
・
応
募
手
続
き

に
よ
り
最
も
美
し
い
村
に
認
定
す

る
た
め
の
入
会
資
格
審
査
を
実
施

し
て
い
る
。
さ
ら
に
入
会
後
は
、

５
年
ご
と
に
最
も
美
し
い
村
づ
く

り
の
基
本
理
念
が
継
承
さ
れ
て
い

る
か
、
よ
り
美
し
い
村
づ
く
り
を

目
指
し
て
運
動
が
定
着
し
て
い
る

か
を
再
審
査
で
確
認
し
て
い
る
。

「日本で最も美しい村」連合へ
球磨村が全国で 54 番目の正式加盟
球磨村の「日本で最も美しい村」連合への加盟が決まった。

「日本で最も美しい村」連合とは何なのか。連合の概要と全国の加盟町村・地域を紹介する。



「日本で最も美しい村」連合
54 の加盟町村と地域

九州・沖縄
熊本県南小国町
宮崎県高原町
福岡県星野村
長崎県小値賀町
宮崎県綾町
鹿児島県喜界町
沖縄県多良間町
大分県湯布院町塚原
福岡県東峰村
熊本県高森町
熊本県球磨村

北海道
北海道美瑛町
北海道赤井川村
北海道標津町
北海道鶴居村
北海道京極町
北海道黒松内町

東北
山形県大蔵村
山形県飯豊町
秋田県小坂町
秋田県東成瀬村
福島県飯館村
福島県北塩原村
福島県三島町

関東
群馬県昭和村
群馬県中之条町伊参
群馬県中之条町六合
栃木県那珂川町小砂

北陸・東海
岐阜県白川村
長野県大鹿村
長野県木曽町
岐阜県下呂市馬瀬
長野県中川村
長野県南木曽町
山梨県早川町
長野県小川村
長野県池田町
長野県高山村
岐阜県東白川村
山梨県道志村
静岡県松崎町

関西
京都府伊根町
奈良県曽爾村
奈良県十津川村
奈良県吉野町
兵庫県香美町小代
京都府和束町

中国・四国
徳島県上勝町
高知県馬路村
島根県海士町
岡山県新庄村
愛媛県上島町
鳥取県智頭町
高知県本山町

※赤字は平成 25 年新規加盟町村と地域

球
磨
村
が
54
番
目
の
加
盟

　
島
根
県
海あ

ま士
町
で
10
月
４
日
に

開
催
さ
れ
た
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
臨
時
総
会
で
、
球
磨

村
の
54
番
目
の
加
盟
が
正
式
に
承

認
さ
れ
た
。
臨
時
総
会
後
の
新
規

加
盟
村
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
柳
詰

正
治
村
長
が
「
球
磨
村
は
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
と
宣
言
。
連
合

の
会
長
を
務
め
る
北
海
道
美
瑛
町

の
浜は

ま

だ田
哲さ

と
し

町
長
と
副
会
長
を
務

め
る
南
小
国
町
の
河か

わ
づ津

修し
ゅ
う
じ司

町
長

か
ら
、
加
盟
町
村
デ
ィ
ッ
ク
パ
ネ

ル
な
ど
が
手
渡
さ
れ
た
。
球
磨
村

は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
の

一
員
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。
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島根県隠
お き

岐郡海
あ ま

士町
日本海の島根半島沖合約 60㎞に浮かぶ隠
岐諸島の中の一つ中ノ島を「海士町」とい
う。面積 33.4㎢、周囲 89.1㎞の小さな島。

左から浜田哲美瑛町長・柳詰正治球磨村長・河津修司南小国
町長（新規加盟村セレモニー）

特集　真の美しい村へ
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日
本
で
最
も
美
し
い
村
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

宮
崎
県
綾
町
が
取
り
組
ん
だ
も
の
と
は
―

平
成
24
年
７
月
、綾
町
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
。こ
れ
は
全
国
で
も
５
番
目
で
、他
に
は
屋
久
島
、

志
賀
高
原
な
ど
有
名
な
地
域
が
並
ぶ
。「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
、
私
た
ち
は
何
を
し
た

ら
よ
い
の
か
。
先
進
地
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
。

綾
町
の
取
り
組
み

　
綾
町
は
宮
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
総
面
積
９
，
５
２
１
㌶

の
う
ち
約
80
％
が
森
林
で
占
め
ら

れ
た
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
綾
町

の
照
葉
樹
林
は
日
本
最
大
級
の
原

生
的
な
照
葉
樹
林
で
、
綾
川
渓
谷

に
は
世
界
最
大
級
の
歩
道
吊
橋
も

架
け
ら
れ
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
て
い
る
。
昭
和
63
年
に
は

全
国
に
先
駆
け
て
「
自
然
生
態
系

農
業
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
で

き
る
だ
け
使
わ
ず
自
然
環
境
を
汚

さ
な
い
有
機
農
業
を
推
進
。
平
成

19
年
に
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に

認
定
さ
れ
、
森
林
浴
に
よ
る
健
康

づ
く
り
や
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
る

場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
長
年
に
わ
た
る
照
葉
樹
林
の
保

護
に
取
り
組
ん
で
い
る
綾
町
は
、

自
然
生
態
系
の
原
生
林
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
。
照
葉
樹
林
か
ら

湧
き
出
る
湧
水
群
は
、
環
境
庁
に

よ
り
「
日
本
名
水
百
選
」
に
選
ば

れ
、
水
の
き
れ
い
な
ま
ち
と
し
て

も
有
名
だ
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
町
中
心
部
に
「
名
水
庭
園
」
を

設
置
。
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
憩
い
の
空
間

を
つ
く
り
出
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　
綾
町
の
自
然
と
共
生
し
た
ま
ち

づ
く
り
は
世
界
で
も
評
価
さ
れ
て

い
る
。
平
成
24
年
７
月
に
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
、
同
年
10

月
に
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー
タ
州
エ

ド
モ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｃ

Ｉ
Ｂ
国
際
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
最
高
ラ
ン
ク
の
「
五
つ

花
」
を
獲
得
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
「
綾
方

式
」
と
し
て
特
別
賞
も
同
時
受
賞

し
た
。

町
一
体
の
活
動
が
美
し
い

村
に

　
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
姿
の
一
つ

を
「
快
適
で
住
み
よ
い
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
と
し
、
豊
か
な
自
然

生
態
系
と
の
調
和
を
第
一
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
ま
ち
づ
く
り
の
特
筆
す

べ
き
も
の
に
、
町
内
22
地
区
（
全

地
域
）
に
住
民
自
治
に
よ
る
「
自

治
公
民
館
」と
い
う
組
織
が
あ
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
住

宮崎県東
ひ が し も ろ か た

諸県郡綾町

※ユネスコエコパーク…1976 年（昭和 51 年）にユネスコが開始。生態系の保全と持続可能な利活用の調和（自然と人間社会の共生）が目的。
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１

２３

４

❶照葉大吊橋と照葉樹林❷自
治公民館花植え作業❸整備さ
れた沿道の花壇❹春の風景

「綾馬事公苑」

熊本県の加盟町村
熊本県には球磨村を含め、３つの町
村が「日本で最も美しい村」連合に
加盟している。連合結成した７つの
町村の一つである南小国町と、球磨
村と同時に加盟した高森町の地域資
源を紹介する。

南小国町の地域資源

高森町の地域資源

野焼きの風景

黒川温泉街

湧水トンネル

殿の杉

特集　真の美しい村へ

民
が
自
治
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
自
治
公
民
館
の
目
標
の
一
つ
に

は
「
環
境
を
き
れ
い
に
心
豊
か
に

し
よ
う
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

具
体
的
な
活
動
は
、
全
町
民
で
年

間
３
回
、
河
川
・
用
排
水
路
で
ご

み
拾
い
や
堆
積
物
の
除
去
、
草
刈

り
な
ど
を
行
い
、
地
域
公
園
の
草

刈
り
や
施
設
の
清
掃
、
生
け
垣
の

剪
定
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
て

い
る
。
高
齢
者
の
団
体
は
、
定
期

的
に
綾
町
公
民
館
周
辺
や
歩
道
な

ど
公
共
施
設
の
清
掃
を
、
中
学
生

や
企
業
の
人
た
ち
は
町
中
心
地
周

辺
の
ご
み
拾
い
、
役
場
職
員
は
役

場
周
辺
の
早
朝
清
掃
な
ど
、
町
全

体
で
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
で
綾
町
に
住
む
人
た
ち

が
、
そ
の
「
宝
」
の
良
さ
を
実
感

す
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
綾
町
が
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

た
理
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
球
磨
村
で
も
不
可
能
な
こ

と
で
は
な
い
は
ず
だ
。
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　毎床地区内は、262 年前に造られた
毎床溝を中心として、住民生活が営ま
れてきました。年に３回、毎床溝を清
掃する井出普請や周りの草払いを住民
総出で行い、維持管理に努めています。
そのような歴史や取り組みが評価され
たことはとてもうれしく思います。
　毎床溝は、住民にとって生活用水で

あり、防火用水であり、田畑の灌
か ん が い

漑用
水です。本当にたくさんの恩恵を受け
ていることから、住民の心のよりどこ
ろでもあると思います。この集落でも
高齢化・過疎化が進んでいます。その
ような中で維持していくのは大変です
が、先人が遺してくれた毎床溝を地域
で大切に守っていきたいと考えています。

住民の心のよりどころである毎床溝を
地域で大切に守っていきたい

か
け
が
え
の
な
い
宝

５
月
に
行
わ
れ
た
現
地
審
査
で
、
球
磨
村
の
登
録
地
域
資
源
と
し
て
決
定
さ
れ
た
「
毎
床
溝
に
育
ま
れ
た
農
村

の
原
風
景
」
と
「
球
磨
川
支
流
に
広
が
る
多
彩
な
棚
田
」
を
紹
介
す
る
。
か
け
が
え
の
な
い
宝
が
こ
こ
に
あ
る
。

行政区第 15 区
区長　毎

ま い と こ

床 喜
き よ と し

代利 さん

　262 年前の江戸時代に造られた「毎床溝」のある毎床
地区は、平成 24 年で植栽 100 年を迎えた一勝地梨の産
地として知られている。純白の梨の花が咲き誇る梨園を
はじめ、美しい棚田や山々の風景は、熊本県の景観大賞
にも選ばれている。
　毎床地区は、標高 200 ｍから 300 ｍにわたる那良川
の河岸段丘から後背の 600 ｍから 800 ｍの尾根裾に至
る緩斜面に展開する集落で、毎床地区を縦横にめぐる「毎
床溝」の水路の総延長は約８㎞にわたり、地域住民の生
活を支えている。地域住民が一体となって維持に努めて
いる歴史ある「毎床溝」を中心として、梨園や棚田、家
並みを含めた景観は、農村文化の原風景をとどめている。

毎床溝に育まれた農村の原風景

　周りを山々に囲まれた球磨村は、いくつもの支流が球
磨川とつながっている。その球磨川の支流には、多彩な
棚田が広がっており、「松谷棚田」「鬼ノ口棚田」は「日
本の棚田 100 選」にも選ばれている。
　村内各地の棚田には、それぞれに個性がある。集落ご
との地形、水源、岩石などの違いや、開拓に関わった先
人の営みの違いが、それぞれの棚田の個性を生み出して
いる。村には、石積みの棚田を拓

ひ ら

いてきた歴史があり、
米作りにかける村人の執念が、長い年月と世代間の継続
を可能にしてきた。球磨村の棚田と棚田の景観は、村民
一人一人にとって大切な財産であり、未来に引き継ぐ文
化遺産ともいえる。

球磨川支流に広がる多彩な棚田

松谷棚田

鬼ノ口棚田

毎床地区内を流れる毎床溝

毎床溝の取水堰
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Interview

村の知名度アップと共に
「共助のむらづくり」の前進へ

　棚田保存会としても、棚田が美しい
地域資源として評価され登録にされた
ことは、とてもありがたく思います。
しかし、球磨村の棚田が抱えている課
題もたくさんあります。現在では、後
継者不足などもあって至る所で耕作放
棄地が増えてきています。５年後、10
年後のことを考えると現在の棚田の景

球磨村棚田保存会
会長　栁

や な づ め

詰 数
か ず や す

安 さん

先人が遺してくれた棚田を
地域が一つになり守っていくことが求められる

観をとどめていられるか心配です。
　球磨村の素晴らしい棚田を後世に遺
していくためには、地域が一つになり
守っていくことが求められます。「日本
で最も美しい村」に登録された棚田を、
棚田保存会としても精いっぱい支援し、
地域と一緒に棚田を守っていきたいと
考えています。

Top Interview
　
「
こ
の
村
の
素
晴
ら
し
さ
を
む

ら
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
―
」。

球
磨
村
に
は
た
く
さ
ん
の
誇
り
が

あ
り
ま
す
。

　
先
人
た
ち
が
遺
し
て
き
た
貴
重

な
宝
（
資
源
）
で
あ
る
２
６
２
年

前
の
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
「
毎

床
溝
」
の
あ
る
毎
床
地
区
は
、
平

成
24
年
で
植
栽
１
０
０
年
を
迎
え

た
一
勝
地
梨
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
純
白
の
梨
の
花
が

咲
き
誇
る
梨
園
を
は
じ
め
、
美
し

い
棚
田
や
山
々
の
風
景
は
、
熊
本

県
の
景
観
大
賞
に
も
選
ば
れ
て
い

ま
す
し
、
球
磨
川
の
支
流
に
は
、

多
彩
な
棚
田
が
広
が
っ
て
お
り

「
松
谷
棚
田
」「
鬼
ノ
口
棚
田
」
は

「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
も
選
ば

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
や
資
源
を
村
の
振
興
に
活
用
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
時
に
、

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

の
こ
と
を
知
り
、
ぜ
ひ
と
も
加
盟

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
本
村
は
、
高
齢
化
率
38・９
％
、

毎
年
の
出
生
者
数
は
30
人
弱
と
、

典
型
的
な
少
子
・
高
齢
化
の
村
と

い
う
現
状
で
す
。
連
合
へ
の
加
盟

を
期
に
球
磨
村
を
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
高
め
、
特
性
や
魅
力
を
村
内

外
へ
発
信
し
、
球
磨
村
の
Ｐ
Ｒ
と

知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
住
民

が
、
自
分
自
身
の
地
域
に
よ
り
一

層
の
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
住
民

が
互
い
に
助
け
合
い
地
域
を
盛
り

上
げ
る
「
共
助
の
む
ら
づ
く
り
」

が
前
進
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
球
磨
村
に
住
む
私
た

ち
一
人
一
人
が
手
を
取
り
合
っ
て

「
真
の
美
し
い
村
」
を
創
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

球磨村長　柳
や な づ め

詰 正
ま さ は る

治

特集　真の美しい村へ
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濵
は ま だ

田 真
し ん す け

介 さん・中
な か つ

津 誠
せ い し

司 さん・中
な か わ た り

渡 考
た か ゆ き

之 さん・柳
や な づ め

詰 一
か ず と

人 さん

緒
お が た

方 俊
と し い ち

一 さん槻
つ き ぎ

木 正
せ い ご

剛 さん

始
ま
り
は
５
Ｓ
運
動

　
「
ま
ず
は
５
Ｓ
運
動
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
」。「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
の
山や

ま
だ田

泰や
す
し司

事
務
局

長
は
、
こ
の
言
葉
で
各
加
盟
町
村

と
地
域
に
呼
び
掛
け
る
。

　
今
一
度
、
自
分
自
身
の
周
り
を

見
渡
し
て
み
よ
う
。

　
①
身
の
回
り
は
き
ち
ん
と
整
理

さ
れ
て
い
る
か
、
②
決
め
ら
れ
た

物
を
決
め
ら
れ
た
場
所
に
置
い

て
、
い
つ
で
も
取
り
出
せ
る
よ
う

に
整
頓
さ
れ
て
い
る
か
、
③
身
の

回
り
を
清
掃
す
る
こ
と
を
忘
れ
て

い
な
い
か
、
④
自
分
の
い
る
場
所

を
清
潔
に
保
っ
て
る
か
、
⑤
決
め

ら
れ
た
ル
ー
ル
や
手
順
を
正
し
く

守
る
習
慣
（
躾し

つ
け

）
が
身
に
付
い
て

い
る
か
。

　
「
整
理
」「
整
頓
」「
清
掃
」「
清

潔
」「
躾
」
の
５
つ
の
Ｓ
（
エ
ス
）

を
心
掛
け
る「
５
Ｓ
運
動
」を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　
５
Ｓ
運
動
は
、
ま
ず
で
き
る
こ

と
か
ら
や
る
。
100
％
で
な
く
て
も

よ
い
。
50
％
で
よ
い
。
お
金
を
か

け
ず
、
す
ぐ
に
や
る
こ
と
が
大
切

だ
。
５
Ｓ
運
動
を
実
践
す
る
こ
と

で
自
然
に
周
り
の
意
識
も
変
わ
っ

て
く
る
。
５
Ｓ
運
動
を
周
り
（
＝

地
域
）
の
人
た
ち
と
と
も
に
展
開

し
て
い
こ
う
。
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【特集】真の美しい村へ

真
の
美
し
い
村
へ

　
私
た
ち
一
人
一
人
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
美
し
い
村
」
が
あ
る
。

素
晴
ら
し
い
自
然
・
風
景
、
人
の

温
か
さ
、
地
域
の
人
た
ち
同
士
が

協
力
し
て
い
る
姿
、
元
気
な
お
年

寄
り
な
ど
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ

な
い
。

　
「
先
人
が
遺の

こ

し
て
く
れ
た
も
の

だ
か
ら
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」。
こ
の
想
い
が
何
年
も

受
け
継
が
れ
、
今
が
あ
る
。
そ
の

結
果
と
し
て
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
へ
の
加
盟
が
決
定
し

た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
当
た

り
前
の
風
景
、
当
た
り
前
の
営
み

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
は

何
物
に
も
代
え
る
こ
と
の
で
き
な

い
誇
り
あ
る
宝
だ
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
こ

と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
。
そ
れ
は
地
域
を
愛
し
、
誇
り

を
持
っ
て
「
資
源
」
や
「
営
み
」

を
守
っ
て
い
く
こ
と
。
特
別
に
新

し
い
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
磨

く
こ
と
が
大
切
だ
。
少
し
ず
つ
意

識
を
変
え
て
み
よ
う
。
大
切
な
宝

に
気
付
い
て
み
よ
う
。
真
の
美
し

い
村
を
目
指
す
た
め
に
。

【
特
集
】
真
の
美
し
い
村
へ
（
終
）

それぞれの「美しい村」がある
私たち一人一人には、それぞれ大好きな「美しい村」がある。
球磨村に住む人、働く人たちにインタビュー。

淋
そそぎ

 智
と も み

美 さん・曽
そ が べ

我部 梢
こずえ

 さん

毎
ま い と こ

床 祐
ゆ う し ち

七 さん

糸
い と は ら

原 佳
か よ

代 さん・奨
し ょ う や

哉 くん
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平成 24 年度

球磨村 決算
球磨村議会９月定例会で、平成 24 年度球磨村一般会計と特別会計の決算が認定されました。
平成 24 年度は、４月に村政を引き継ぐ継続事業や新規事業に取り組む肉付け予算の編成を行いスタートしました。
しかし、７月 12 日の「これまでに経験したことのない大雨」により、土石流による住宅被害をはじめ村道や林道、
さらには河川や農地でも大きな災害に見舞われ災害復旧費が大幅に増加しました。災害復旧工事は平成 25 年度へ
繰り越した分もあり、現在も復旧工事を行っています。また昨年度は、子育て環境の整備として球磨中学校給食室
改修工事と渡小学校ランチルームの整備を行い、学校教育の充実に努めました。
平成 24 年度に皆さんが納めた税金や国・県からの補助金など、限られた財源による財政運営について理解してい
ただき、今後も住みよい村づくりと本村発展にご協力いただくために、平成 24 年度の決算の概要をお知らせします。

村
づ
く
り
の
資
金

　
村
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

額
（
村
税
）
は
、
村
民
税
で
年
少

控
除
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
や
、
固

定
資
産
税
で
評
価
替
え
に
よ
る
課

税
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
前
年
度

か
ら
１
，
１
４
６
万
円
増
加
し
、

総
額
２
億
４
，５
７
５
万
円
で
し
た
。

　
地
方
特
例
交
付
金
で
は
地
方
税

法
の
改
正
に
よ
る
村
民
税
が
増
収

し
前
年
度
よ
り
８
８
１
万
円
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
村
の
財
政
力
に
応
じ
て
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
は
、
19
億
８
，

３
３
０
万
円
で
前
年
度
か
ら

１
億
１
，９
９
３
万
円
増
額
（
６・

４
％
増
）
し
ま
し
た
が
、
歳
入
総

額
の
57
・
７
％
を
占
め
、
交
付
税

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
決
算
額
は
前
年
度
に
比

べ
て
、
１
億
３
，
０
５
８
万
円

（
３・
９
％
）
増
加
し
、
34
億
３
，

６
９
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
税
収
な
ど
の
自
主
財
源

や
交
付
税
の
確
保
に
努
め
、
国
・

県
支
出
金
と
有
利
な
起
債
の
活
用

に
よ
る
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

その他（諸収入）
1 億 1,086 万円　3.2％

繰入金
3,028 万円　0.9％

繰越金
9,448 万円　2.8％

村税
2 億 4,575 万円　7.2％

地方交付税
19 億 8,330 万円　57.7％

村債
3 億 1,791 万円　9.3％

県支出金
2 億 6,930 万円　7.8％

国庫支出金
3 億 666 万円　8.9％

その他
7,834 万円　2.2％

歳入
34 億 3,692 万円

依存財源
29 億 5,553 万円
85.9％

自主財源
4 億 8,139 万円
14.1％

歳入
Annual revenue
歳入は、村に入ってきたお金（収入）
のことです。村民の皆さんが納め
る村民税なども含まれ、村づくり
の資金となります。
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住
み
よ
い
村
づ
く
り
へ

　
決
算
額
は
前
年
度
に
比
べ
て
、

３
，
７
８
８
万
円
（
１・
２
％
）

増
加
し
、
32
億
４
，
９
７
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
業
費
で
は
、
一
勝
地

温
泉
か
わ
せ
み
の
老
朽
化
に
よ
る

屋
根
改
修
工
事
や
林
道
一
里
山
線

舗
装
工
事
を
最
終
年
度
と
し
て
工

事
費
を
増
額
し
た
こ
と
か
ら
前
年

度
に
比
べ
26
・
９
％
増
加
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費
で
は
前
年
度
か
ら

１
億
２
，
１
１
３
万
円
増
加
し

１
億
６
，
７
０
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
に
予
定
の

役
場
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
の
財

源
を
確
保
す
る
目
的
か
ら
、
村

有
施
設
整
備
基
金
へ
２
億
４
，

０
５
７
万
円
の
積
み
立
て
を
行

い
、
積
立
金
総
額
が
４
億
７
，

５
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
決

算
は
、
歳
入
決
算
額
が
34
億
３
，

６
９
２
万
円
に
対
し
歳
出
決
算
額

は
32
億
４
，
９
７
３
万
円
で
、
翌

年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
（
繰

越
明
許
費
の
一
般
財
源
額
）の
８
，

９
９
１
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
額
は
９
，
７
２
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

歳出
32 億 4,973 万円

議会費
6,245 万円　1.9％

総務費
7 億 3,928 万円　22.7％

民生費
7 億 7,186 万円　23.8％

衛生費
2 億 2,585 万円　7.0％

農林水産業費
3 億 849 万円　9.5％

商工費
1,371 万円　0.4％

消防費
1 億 2,798 万円　3.9％

教育費
2 億 8,140 万円　8.7％

土木費
2 億 1,730 万円　6.7％

災害復旧費
1 億 6,709 円　5.1％

公債費
3 億 3,427 万円　10.3％

一般会計決算　歳入歳出額の推移

歳出
Annual expenditure 
歳出は、村が行う支出のことです。
さまざまな村の事業に歳入額の範
囲内でお金が使われます。

特別会計 歳　入 歳　出

国民健康保険特別会計 6 億 2,426 万円 5 億 9,206 万円

後期高齢者医療特別会計 5,291 万円 5,288 万円

介護保険特別会計 6 億 6,890 万円 6 億 6,182 万円

簡易水道特別会計 6,541 万円 5,088 万円

合　　計 14 億 1,148 万円 13 億 5,765 万円

平成 24 年度 特別会計決算額

平成 24 年度 球磨村 決算

問い合わせ　総務企画課財政係　☎ (32)1138



平成 24 年度 球磨村 決算

　平成 19 年 6 月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、地方公共団体は毎年度の決算時に
健全化判断比率および資金不足比率を算定し、監査委員の審査に付した上で、議会に報告するとともに、住民の皆
さんに公表することが義務付けられました。そこで、本村の平成 24 年度決算に基づく健全化判断比率および資金
不足比率を公表します。

算定した財政指標の内容
⑴ 健全化判断比率
　①実質赤字比率…一般会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率
　②連結実質赤字比率…一般会計および特別会計 ( 国保・介護・後期高齢・簡易水道 ) の会計を合算した実質赤字
　　　　　　　　　　　の標準財政規模に対する比率
　③実質公債費比率…一般会計が負担する元利償還金および準元利償還金の標準財政規模に対する比率
　④将来負担比率…一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
⑵ 資金不足比率…公営企業会計ごとの資金の不足額の事業規模に対する割合

※標準財政規模…地方自治体の一般財源（使い道を限定されないお金）の標準的な大きさを示す指標

□健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　( 単位：％ )
指標名 平成 24 年度 早期健全化基準 財政再生基準 ( 参考 ) 平成 23 年度

実質赤字比率 － 15.00 20.00 －
連結実質赤字比率 － 20.00 30.00 －
実質公債費比率 5.9 25.0 35.0 6.9
将来負担比率 1.5 350.0 13.4

□資金不足比率　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　( 単位：％ )
特別会計の名称 平成 24 年度 経営健全化基準 ( 参考 ) 平成 23 年度

簡易水道特別会計 － 20.0 －

　算定の結果、実質赤字比率および連結実質赤字比率については、対象となる会計が黒字のため「－（ない）」と
なります。実質公債費比率では、平成 24 年度に返済した公債費 ( 借金 ) の額が前年度に比べ減少したことと、普
通交付税の増額などにより比率が減少 ( △ 1.0) し、早期健全化基準を下回りました。将来負担比率では、公債の借
入額が償還額を上回ったため公債費 ( 借金 ) の残高は増加しましたが、基金 ( 預金 ) が増加したことや、後年度に
普通交付税の基準財政需要額へ多く算入される地方債の割合が増えたことで基準財政需要額算入見込額も増加した
ため、比率としては前年度より減少 ( △ 11.9) し、早期健全化基準を下回っています。また、資金不足比率につい
ても、対象となる簡易水道特別会計が黒字のため「－（ない）」となり、経営健全化基準に該当する会計はありま
せんでした。

　今回算定した各比率の結果はいずれも前年度より良い結果となり、財政運営に制限がされる早期健全化基準を下
回っていますが、近年の大型事業による地方債の借入が続いたため、比率の悪化が懸念されます。今後も地方債残
高の推移に注視し、安定した財政運営が行えるよう努めます。

（問い合わせ）総務企画課財政係　☎ (32)1138

平成 24 年度決算に基づく
球磨村の財政健全化比率および資金不足率を公表します
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第
３
回
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
総

会
は
９
月
21
日
、
名
古
屋
市
の

キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
は
、
東
海
地

方
在
住
で
球
磨
村
に
縁
の
あ
る
仲

間
の
交
流
の
場
と
し
て
平
成
21
年

９
月
に
発
足
。
５
年
目
を
迎
え
た

現
在
で
は
会
員
数
が
50
人
を
越

え
、
年
々
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
初
め
て
出
席
の

４
人
を
含
む
18
人
が
出
席
し
、
球

磨
村
か
ら
も
柳
詰
村
長
を
は
じ
め

５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

笑い合い語り合った楽しいひととき
第５回東海カワセミ会

　
総
会
で
は
、
立た

つ
の野
好よ

し
あ
き秋
会
長
が

「
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
会
員
数
が

増
え
る
よ
う
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。

　
議
事
で
は
、
事
業
お
よ
び
会
計

報
告
の
ほ
か
、
役
員
改
選
に
つ
い

て
協
議
が
あ
り
、
立
野
会
長
の
留

任
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会

の
中
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
球
磨
村
の
特
産
品
が
当
た
る

抽
選
会
が
あ
り
「
梨
」
や
「
栗
」

に
人
気
が
集
ま
り
ま
し
た
。

１

２

５

４

３

６

①参加者の皆さんが笑顔で記念写真
②あいさつする立野好秋会長③⑤⑥
懇親会ではそれぞれ笑い合い語り
合って盛り上がるひとときに④江

え も と

本
正
まさとし

年さんからイワナ酒が振る舞われる

村では、今年 10 年目となる「東京カワセミ会」、８年目の「関西カワセミ会」、７年目の「九州カワセミ会」、
５年目の「東海カワセミ会」のそれぞれの会員の拡大を図り、都市部へのふるさと情報の発信に努めています。
会員拡大のため、各地域に在住の親族や友人などいらっしゃいましたら、総務企画課企画広報係までお知らせ
ください。お知らせいただいた情報は厳重に管理し、目的以外には使用しません。

（問い合わせ）総務企画課企画広報係　☎ (32)1138

「カワセミ会」会員を募集しています

15　広報くまむら　2013.10
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　中秋の名月にちなんだ山口地区子ども会観月会は
９月 21 日、子どもたちや保護者、地域住民が集まっ
て山口公民館前で行われました。
　午後３時頃から地域の大人が集まり、わらで立派
な綱を編みました。そして午後５時 30 分頃から綱
引きの開始。子どもたちは「よいしょ！よいしょ！」
と大きな声で息を合わせながら綱を引っ張り合いま
した。
　綱引き後には、みんなで月見まんじゅうを食べな
がら月を観賞し、住民同士の交流を深めました。

「よいしょ！よいしょ！」

　第２回球磨村ソフトテニスフェスティバルは 10
月６日、グラウンドが新しくなった球磨中テニス
コートで開催され、男子の部に 20 人、女子の部に
24 人、初心者の部に６人の合計 50 人が参加しま
した。試合は、ネット際やライン際のプレーも多く
あり、白熱の攻防が繰り広げられました。大会結果
は次のとおりです。
　（男子の部）　　優勝　假

か り や

屋毅
き さ と

覚・野
の の は ら

々原雅
ま さ や

也ペア
　（女子の部）　　優勝　尾

お が た

方亜
あ や

矢・箙
え び ら せ

瀬裕
ゆ み

美ペア
　（初心者の部）　優勝　遠

と お ば ら

原陽
は る な

菜・遠
と お ば ら

原大
ひ ろ き

輝ペア

息を合わせてのプレー

地域が一体となって盛り上がる
山口地区子ども会観月会

激しいネット際の攻防を繰り広げる
第２回球磨村ソフトテニスフェスティバル

　神瀬保育園運動会は９月 28 日、旧神瀬小体育館
で開催され、保護者や地域住民、青年団などが参加
しました。
　園児たちは『「花は咲く！アツイ神瀬は今で
しょ！！」～運動会だよ全員集合～』のスローガン
で競技に一生懸命取り組みました。かけっこでは、
ゴール目前で転んでしまい悔し涙を流す子がいまし
た。幼年消防クラブの通常点検では、みんなで天高
く頭

かしらなか

中をして会場を盛り上げました。神瀬保育園運
動会は、みんなの笑顔が咲き誇り盛況となりました。

１等賞目指して「よーい、ドン」

地域のみんなの笑顔が咲き誇る
神瀬保育園運動会

　「人と動物の絆」の範として日
ひ あ て

當國
く に ひ ろ

弘さん・照
て る よ

代
さん夫婦が、人吉球磨獣医師会から表彰されました。
　今年 15 歳になった愛犬のモモとナナ。２匹とも
高齢犬で視力が落ちたこともあり、日課だった朝の
散歩もできなくなりました。日當さん夫婦は２匹の
愛犬に「今まで家族の一員として一緒に暮らしてき
てくれてありがとう。私たちを頼りにしてくれてあ
りがとう」と感謝の言葉を送ります。たくさんの愛
情を愛犬に注いできた２人。愛犬の存在こそが夫婦
円満の秘訣なのかもしれません。

家族みんなで表彰を喜び合う

「人と動物の絆」ここにあり
日當さん夫婦を表彰
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Kuma Village Topics

　第 21 回球磨村高齢者健康祭は 10 月 11 日、村
内 16 の老人クラブが参加してさくらドームで開催
されました。
　競技は、一人ずつボールを転がしてピンを倒し、
チーム全員で速さを競う「ピン倒しリレー」やふれ
あいサロンスタッフが手に持った異なる長さのひも
を引き、つなぎ合わせてゴールを目指す「運をひも
にまかせて」などユニークな競技が行われました。
また、村内保育園の園児によるダンスや演技の発表
もあり、とてもにぎわいを見せていました。

皆さん真剣にボールを投じます

　2013 くまむら６時間耐久リレーマラソンは体育
の日の 10 月 14 日、球磨村総合運動公園の１㌔周
回コースで午前９時から午後３時までの６時間で
レースが行われました。
　今年は 22 チーム 214 人が参加し、目標記録や
大会記録の更新を目指しました。大会結果は次のと
おりです。
　（優勝）スタミナ野郎　　　　110.7㌔
　（２位）ファイヤーマン　　　102.7㌔
　（３位）人吉繊月陸上クラブ　102.2㌔

午前９時一斉にスタート！

皆さん笑顔で元気に競技を楽しむ
第 21 回球磨村高齢者健康祭

22 チーム 214 人が襷をつなぐ
2013 くまむら６時間耐久リレーマラソン

　第４分会グラウンド・ゴルフ大会は 10 月 13 日、
一勝地温泉かわせみグラウンド・ゴルフ場で、子ど
もから大人まで 70 人が参加して行われました。
　参加者は 16 ホールの合計打数で優勝を争い、６
人がホールインワンを達成するなど、とても盛り上
がった大会となりました。大会結果は次のとおりで
す（敬称略）。
　（優勝）尾

お が た

方昭
し ょ う は ち ろ う

八郎　42 打
　（２位）森

も り さ き

﨑シヅカ　44 打（１打上がり数）
　（３位）松

ま つ え

江辰
た つ お

男　　44 打

しっかり狙いを定めて

秋晴れのもと笑顔でラウンド
第４分会グラウンド・ゴルフ大会

　田舎の体験交流館「さんがうら」の稲刈り・掛け
干し体験は 10 月 13 日、村内外から 27 人が参加
して開催されました。
　参加者は、頭

こうべ

を垂らした稲を鎌や機械で刈り取り
ました。稲を刈った後は、稲を束ねて竿掛けをしま
した。今回初めて稲刈りを体験したという熊本県立
大の池

い け だ

田未
み き

来さんは「手作業での稲刈りは刈りがい
があるが一人でやるのはとても大変なこと。最後ま
で頑張って刈り取ります」と笑顔で話し、体験を楽
しんでいました。

鎌で稲を刈る参加者

手刈りや機械刈りで秋の実りを収穫
稲刈り・掛け干し体験



19　広報くまむら　2013.10 広報くまむら　2013.10　18

募
　
　
集

情報の
窓　口

‐ INFORMATION ‐

試
　
　
験

人
吉
准
看
護
学
院
試
験

か
わ
せ
み
物
産
館
に
農
林

産
物
を
出
荷
し
ま
せ
ん
か

九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
福
岡
県
周
辺
在
住
の
球
磨
村
出

身
者
が
出
席
す
る
九
州
カ
ワ
セ
ミ

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
日　
11
月
16
日
土

■
時
間　
午
前
11
時
～
午
後
２
時

■
場
所

ホ
テ
ル
ク
リ
オ
コ
ー
ト
博
多

（
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
）

■
会
費　
全
額
村
か
ら
助
成

※
当
日
は
、
現
地
集
合
・
現
地
解

　
散
と
し
交
通
費
な
ど
は
自
己
負

　
担
と
な
り
ま
す
。

■
締
め
切
り　
11
月
８
日
金

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

総
務
企
画
課
企
画
広
報
係

☎
（
３
２
）
１
１
３
８

（
一
般
試
験
）

■
受
験
資
格

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
（
平
成
９
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人
）

■
受
付
期
間

11
月
１
日
金
～
平
成
26
年
１
月
10

日
金　
※
締
切
日
必
着

■
試
験
日

平
成
26
年
１
月
18
日
土

■
試
験
場
所

熊
本
市
内
の
試
験
会
場

■
試
験
科

※
一
次
試
験

①
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

　
英
語
（
中
学
校
卒
業
程
度
の
問

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
採
用
試
験

　
題
）択
一
式（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）

②
作
文
（
５
０
０
字
程
度
）

（
推
薦
試
験
）

■
受
験
資
格

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
（
平
成
９
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人
）

■
受
付
期
間

11
月
１
日
金
～
12
月
６
日
金

※
締
切
日
必
着

■
試
験
日

平
成
26
年
１
月
11
日
土
か
ら
平
成

26
年
１
月
13
日
月
の
間
の
指
定
す

る
１
日

■
試
験
場
所

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

■
試
験
科
目

①
口
述
試
験

②
筆
記
試
験
（
作
文
含
む
）

③
身
体
検
査

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
人
吉
地
域

事
務
所

☎
（
２
２
）
４
７
０
４

球
磨
村
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す

■
受
験
資
格

中
学
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
）
以
上

■
募
集
人
員　
40
人

■
受
付
期
間

11
月
18
日
月
～
11
月
29
日
金

■
試
験
日

12
月
８
日
日　
午
前
９
時
～

■
試
験
科
目

①
国
語・算
数
（
一
般
常
識
程
度
）

②
作
文

③
面
接

■
問
い
合
わ
せ

人
吉
准
看
護
学
院

☎
（
２
２
）
２
９
６
２

　
か
わ
せ
み
物
産
館
で
は
、
月
に

数
回
、県
内
各
所
で
販
売
（
外
販
）

を
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
お
客
さ

ん
が
球
磨
村
産
の
農
林
産
物
を
買

い
求
め
て
い
ま
す
。
農
林
産
物
を

生
産
し
て
い
る
人
は
出
荷
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
物
産
館
へ
持
ち
込
む
日
程
や
集

荷
量
の
調
整
が
必
要
で
す
の
で
、

出
荷
希
望
の
人
は
事
前
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
今
後
も
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
荷
し
て

く
だ
さ
い
。

■
11
月
・
12
月
の
日
程

【
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
】

２
日
土
・
３
日
日

【
び
ぷ
れ
す
広
場
】

７
日
木
・
21
日
木

【
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ
ア
熊
本
県

農
業
公
園
】

９
日
土
・
10
日
日

【
ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森
】

15
日
金
・
16
日
土
・
17
日
日

【
熊
本
県
庁
】

26
日
火
・
27
日
水

【
ゆ
め
タ
ウ
ン
は
ま
せ
ん
】

29
日
金
・
30
日
日
・
12
月
１
日
日

■
問
い
合
わ
せ

一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
物
産
館

☎
（
３
２
）
０
５
４
０

■
期
日　
11
月
23
日
土

■
時
間　
午
前
８
時
30
分
集
合

■
場
所
　
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

■
参
加
資
格

　
球
磨
村
に
住
所
の
あ
る
人
、
出

身
者
ま
た
は
球
磨
村
に
あ
る
事
業

所
に
所
属
し
て
い
る
人
に
限
ら
れ

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
会
費　
２
，
０
０
０
円

※
賞
品
多
数
準
備
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

◎
出
欠
の
連
絡
を
11
月
15
日
金
ま

　
で
に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】

体
育
協
会
事
務
局（
教
育
委
員
会
内
）

☎
（
３
２
）
１
１
１
７

担
当
：
地じ

げ下
克か

つ
な
り愛

お
知
ら
せ

ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局（
千
寿
園
内
）

☎
（
３
３
）
０
０
１
１

担
当
：
後ご

と
う藤
竜り

ゅ
う
い
ち一

◎
新
規
参
加
者
大
歓
迎
で
す
（
初

　
心
者
の
人
も
お
気
軽
に
ご
参
加

　
く
だ
さ
い
）。
大
会
参
加
希
望
の

　
場
合
は
、お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
ご
希
望
な

　
ど
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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くまもと教育の日 in くまむら
スクールコンサート　♪村内小中学校の合唱・エレクトーンと歌の調べ♪

■期日　11 月６日水
■時間　午後２時～午後３時 40 分
■場所　球磨中学校　体育館
■主催　くまもと教育の日 in くまむら実行委員会
　　　　球磨村教育委員会

歌
森崎ひとみ さん

エレクトーン
菅野大地 さん

（問い合わせ）教育委員会　☎ (32)1117

第１回家族介護教室を開催します
急速な高齢社会の進行に伴って、「認知症」が大きな社会問題になっています。重症の認知症にかかった人の
つらさ、悲しさはもとより、それを介護する家族の負担、苦しみは並大抵ではありません。高齢になれば、
誰もが認知症になる可能性があります。しかし、認知症は本人の自覚と努力次第で、発症や進行を遅らせる
ことができると分かっています。健康で幸せな人生をまっとうするためにも、日ごろから認知症予防に努め
ることが大切です。
村では、「認知症」をテーマに家族介護教室を開催します。どなたでも参加できますので、皆さんの参加をお
待ちしています。
■期日　11 月 28 日木
■時間　午前 10 時～正午
■場所　特別養護老人ホーム「千寿園」
※参加を希望する人は特別養護老人ホーム「千寿園」
　または住民福祉課福祉係までご連絡ください。

質問事項 点数
１ 同じ話を無意識に繰り返す 点
２ 知っている人の名前を思い出せない 点
３ 物のしまい場所を忘れる 点
４ 文字を忘れる 点
５ 今しようとしていることを忘れる 点
６ 器具の取扱説明書を読むのが面倒である 点
７ 理由もないのに気がふさぐ 点
８ 身だしなみに無関心である 点
９ 外出をおっくうがる 点
10 物が見当たらないことを他人のせいにする 点

●認知症の初期症状をチェックしてみましょう

質問項目に答え、次の基準で点数
をつけてください。
ほとんどない…０点
ときどきある…１点
頻繁にある　…２点

採点法

０～８点…正常
９～ 13 点…要注意
14 ～ 20 点…認知症の始まり？
医師の診察を受けましょう。

判　定

合計 点
（問い合わせ）特別養護老人ホーム「千寿園」　☎ (33)0011 ／住民福祉課福祉係　☎ (32)1112



■学校応援団とは？
　保護者や地域住民が、村内の小・中学校における学習活動や安心・安全の確保、環境整備などの支援を行うボランティア活動です。

我
ら
球

磨村
学校応

援
団 シリーズ④
ゲストティーチャー

ク
ラ
ブ
活
動
を
応
援

　
渡
小
学
校
の
卓
球
ク
ラ
ブ
活
動

で
は
毎
年
、
渡
卓
球
愛
好
会
の
皆

さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に
卓
球
の

ル
ー
ル
や
実
技
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
２
学
期
に
入
り
９
月
と
10

月
の
２
カ
月
間
、
４・５・６
年
生

の
15
人
と
一
緒
に
ク
ラ
ブ
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
初
回
は
、
子
ど
も
た
ち
と
学
校

応
援
団
の
メ
ン
バ
ー
で
お
互
い
の

自
己
紹
介
を
行
い
、
学
校
応
援
団

が
卓
球
の
実
践
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
、
２
回
目
か

ら
は
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
を
使
っ

て
実
践
で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
５
・

６
年
生
と
初
心
者
の
４
年
生
の
２

組
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ

ル
に
あ
っ
た
指
導
で
上
達
を
目
指

し
ま
す
。

　
初
心
者
チ
ー
ム
は
、
ま
ず
は
ラ

ケ
ッ
ト
の
握
り
方
や
体
の
動
か
し

方
な
ど
の
基
本
的
な
動
作
を
丁
寧

に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ベ
テ

ラ
ン
チ
ー
ム
は
早
速
ラ
リ
ー
を
し

て
一
人
一
人
の
レ
ベ
ル
を
チ
ェ
ッ

ク
。
こ
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
最
終
回

で
は
、
対
戦
試
合
を
行
う
予
定

で
、
学
校
応
援
団
の
指
導
に
も
力

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
子
ど

も
た
ち
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

共
に
汗
を
流
し
な
が
ら
交
流
を
図

り
、
親
睦
を
深
め
る
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

「
ま
る
つ
け
先
生
」
活
躍
中

　
一
勝
地
小
で
は
、
毎
週
月
曜
日

の
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
時
間

に
、
１・
２
年
生
を
対
象
と
し
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
先
生
が
用
意
し

た
国
語
や
算
数
の
プ
リ
ン
ト
を

使
っ
て
読
み
・
書
き
・
計
算
の
練

習
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
教
室
で
は
学
校
応
援
団
の

板い
た
ざ
き﨑

く
み
子
さ
ん
と
淋そ

そ
ぎ

み
ど
り
さ

ん
に
「
ま
る
つ
け
先
生
」
と
し
て

プ
リ
ン
ト
の
採
点
を
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
「
よ
く
で
き
た
ね
」「
頑
張
っ
た

ね
」
な
ど
優
し
い
声
掛
け
と
、
温

２
学
期
を
迎
え
村
内
の
小
学
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
学

校
応
援
団
の
皆
さ
ん
が
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

一人一人熱心に指導します

自己紹介では子どもたち一
人一人が意気込みを語りま
した（左）

準備も一緒に行います（右）

か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
は
集
中
力
を
切
ら
す
こ
と
な

く
、
や
る
気
を
も
っ
て
学
習
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

まるつけ先生採点をお願い
します（左）

みんな 100 点採れたかな
（右）

　
地
域
の
力
を
子
ど
も
た
ち
へ
。

　
村
で
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

育
成
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
学
校
応
援
団
』
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
図
書
の
整
理
、

花
壇
の
整
備
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
で
の
ま
る
つ
け
先
生
、
樹
木
の

剪せ
ん
て
い定

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

■
学
校
応
援
団
を
希
望
す
る
人
へ

①
渡
小
、
一
勝
地
小
、
球
磨
中
で

　
の
活
動
で
す
。

②
都
合
の
付
く
曜
日
、
時
間
に
活

　
動
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

③
活
動
は
、
グ
ル
ー
プ
や
個
人
い

　
ず
れ
も
可
能
で
す
。

④
活
動
内
容
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

　
て
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会

☎
（
３
２
）
１
１
１
７

学
校
応
援
団
を
募
集
し
て

い
ま
す
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社 会村磨球 協祉福 議 会
　

10
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
、

八
代
厚
生
会
館
で
「
火
の
国
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の

雨
模
様
の
中
で
し
た
が
、
県
内
外

か
ら
約
９
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア・社
協
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
典
後
に
は
、
八
代
市
出

身
の
山
本
行
文
さ
ん
に
よ
る
「
私

と
ス
ポ
ー
ツ
～
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
経
験
し
て
～
」
と
題
し
た
基
調

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
山
本
さ
ん
は
、
22
歳
の
時
に
土

砂
崩
れ
に
遭
い
、
両
下
肢
機
能
全

廃
に
な
り
ま
し
た
。
事
故
後
、
車

い
す
マ
ラ
ソ
ン
に
出
会
い
、
３
度

の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た

こ
と
な
ど
、
時
折
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
話
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
を
通
し
、
私
た
ち
は
「
何
事

も
前
向
き
に
挑
戦
す
る
」
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、「
災
害
」「
環
境
」

「
交
流
」「
地
域
」
の
４
分
科
会
に

分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題・テ
ー

マ
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

第
７
回
火
の
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
八
代

「ボランティアの輪が広がるよ
うに」と蒲島知事からあいさつ
がありました

八代白百合学園高校吹奏楽部に
よるオープニング演奏

第１分科会では、災害が起きる
前・起きている時・起きた後の
行動について考えました

これまで経験したことを語る山
本行文さん

　
９
月
16
日
か
ら
19
日
、
せ
せ
ら
ぎ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
敬

老
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
敬
老
会
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
た
く
さ
ん
の
余
興
が
あ
り
ま
し
た
。

デイサービスの風景
ひ ょ っ と こ グ
ループ「おすて
こ一座」の登場
でにぎわう会場

利用者の生カラ
オケは、いつの
間にか大合唱に
なりました

利用者の皆さん
は、とても楽し
いひとときを過
ごしました

９月 20 日は「社会奉仕の日」

９
月
20
日
、
球
磨
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
東
研
志
会

長
）
は
、
球
磨
村
総
合
運
動

公
園
さ
く
ら
ド
ー
ム
周
辺
と

旧
神
瀬
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
２
カ
所
の
除
草
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
早
く
か
ら
約

１
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、

日
頃
利
用
し
て
い
る
施
設
を

清
掃
し
ま
し
た
。

　
各
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
年

間
を
通
じ
て
、
地
域
の
神
社

や
周
辺
道
路
の
草
払
い
も

行
っ
て
い
ま
す
。

旧神瀬小学校グラウンドの
除草作業

さくらドーム周辺はとても
きれいになりました

お
知
ら
せ

　
10
月
26
日
土
・
27
日
日
の
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り『
く
ま
む
ら
』で
は
、

今
年
も
村
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
小

中
学
生
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
き
街
頭
募
金
活
動
を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

よ
せ
ら
れ
た
善
意

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
遺
族

の
皆
さ
ん
か
ら
香
典
返
し
と
し

て
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
お
気
持
ち
を
大

切
に
役
立
て
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
９
月
分
〉

　
大
槻 

節
生 

様
（
故 

ス
ズ
）

　
中
園 

義
勝 

様
（
故 

川
口 

サ
ツ
キ
）

　
中
山 

ミ
ヨ
子
（
故 

市
義
）

　
橋
詰 

唯
一 

様（
故 

紀
美
子
）

　
豊
岡 

猛 

様
（
故 

ミ
ヨ
子
）

　
松
本 

博
明 

様（
故 

ミ
ユ
キ
）

よろしく
お願いします！



陽だまり 球磨村地域子育てセンター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL：(33)0125　FAX：(33)0173
ホームページ：http://www.kmbb.jp/watari/

３カ月、６カ月健診

陽だまりサロン

　こがね保育園では、９月の敬老の日にちなみ、いつもお世話になっている祖父母を園に招待し、一緒に遊
んだり、パネルシアター観劇をしたり、楽しいひとときを過ごしました。優しい眼差しで接してくれる祖父
母に、子どもたちの表情も和やかになり、温かみに溢れた集いとなりました。
　また園児たちは、球磨村で開催された敬老会２会場に参加。敬老者の皆さんからは「よかなぁ子ども見る
だけでホッとする」「今日は元気ばもろうたばい」などうれしい言葉をいただきました。あらためて子ども
たちの存在の大きさを感じたのと同時に、子どもたちが『多年にわたり社会に尽くしてきた老人を敬愛する』
ことのできる人へと成長できるよう、心を込めて《ありがとう》の感謝の気持ちを伝えていきたいものです。

陽だまり 11 月行事予定
  ２日土 絵本館まつり

　　　 フィナーレ（渡保育園）

  ６日水 陽だまりサロン

  ９日土 りんごの木サークル

13 日水 陽だまりサロン

20 日水 陽だまりサロン

21 日木 ３カ月、６カ月健診

26 日火 ママ誕生会

陽だまりサロンでは、育児
講座の「ナンシー講座」・

「陽だまり講座」や「すこやか
子育てトーク」など、フリー
トークに加え、球磨村で子育て
中の親子やマタニティーの皆
さんで楽しく過ごしています。
　上記の日程をご覧の上、ど
うぞお気軽にご参加ください。
お待ちしています！（初めて
参加する人は電話でご連絡く
ださい）

「《ありがとう》と心を込めて！」　　　こがね保育園

役場の健康運動士の松本さんの「体幹教室」を渡保育園の
４、５歳児たちと一緒に楽しみました。

一勝地梨を使ったマ
マ手作り梨パイです。

九州看護福祉大学の実
習生に「親子で学ぼう
歯の健康」について手
作りの歯の模型を使っ
てお話をしていただき
ました。

【ナンシー講座】

【体幹教室】 【ママ誕生会】

新聞紙を使った体操や、お母さんたちの股をくぐって、
競争をしました。

９月のママ誕生会です。

●今月の会食メニュー●
栗きのこご飯、西京焼き、
けんちん汁、ゆで野菜、
ぶどう、梨

陽だまりキッズで～す♥

広報くまむら　2013.10　22
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球 磨 村 青 年 団 ～ A young man's power ～

　９月 28 日に行われた神瀬保育園の運動会に青年団
も参加しました。今年の運動会のスローガンは『「花
は咲く！アツイ神瀬は今でしょ！！」～運動会だよ全
員集合～』。
　団員は、競技の手伝いや子ども
たちのダンス、鼓笛隊への衣装の
着替えを手伝ったり、競技に参加
したりと活躍しました！子どもた
ちが、ダンスやかけっこなど何事
にも一生懸命取り組む姿はかわい
らしく、保護者の皆さんはもちろ
ん、地域の人たちや団員も自然と
笑みがこぼれ、たくさんの元気をもらいました｡
　半日と短い時間でしたが、地域の人たちや子どもた
ちと触れ合うことができ、とても充実した時間を過ご
せました☆神瀬保育園の先生、保護者会の皆さん、神
瀬地区の皆さんありがとうございました。とてもかわ
いい子どもたちでした！

神瀬保育園運動会に参加しました !!

作り方
①材料は全て千切りにし、水気をきる。

（ごぼうはさっとゆでて水にさらしておく）
②しらす干しとごまはフライパンで軽く炒める。
③調味料は混ぜ合わせておく。
④①と②を調味料で和えて出来上がり！

栄養価 ( １人当たり )
エネルギー：87kcal　たんぱく質：1.4g　脂質：6.9g　塩分：0.4g

健康衛生課　栄養士　冨永 明希江

ごぼうサラダ

レシピ
球 磨 太 郎

Kumantaro recipe

材料（４人分）
ごぼう　　　　　　　　　　　　　　 100g
きゅうり　　　　　　　　 　  1/3 本（60g）
にんじん　　　　　　　　　　　　　　15g
しらす干し　　　　　　　　　　　小 1（5g）
いりごま　　　　　　　　　 小 2 ～ 3（5g）
マヨネーズ　　　　　　　　 大 2 ～ 3（30g）
薄口しょうゆ　　　　　　　　 小 1 弱（5㏄）
穀物酢　　　　　　　　　　　 小 1 弱（5㏄）
ごま油　　　　　　　　　　　 小 1/2（2㏄）

調
味
料

　11 月 10 日日に東京都で開催される全国大会が近
づいてきました！団員は 10 月から清流館で週２回、
合唱の練習に励んでいます。物品販売ではたくさんの
住民の皆さんにご協力いただきありがとうございまし
た｡ 全国大会では優勝目指して一生懸命頑張ってきた
いと思いますので応援よろしくお願いします！

全国大会へ向けてラストスパート !!

球磨村の旬を食べよう！
ごぼうは低カロリーで食物繊維が豊富に含まれており、糖やコレステ
ロールの吸収を抑えてくれます。また、腸の働きを整えてくれるので、
大腸がん予防にもつながります。ごぼうは空気に触れると黒く変色す
るので、水にさらすか酢水につけると変色を防ぐことができます。
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本のある暮らし

■
肥
後
狂
句

　
・
そ
ら
き
つ
か　
管
理
職
と
は
名
ば
っ
か
り

　
・
名
人
芸　
絶
対
お
客
眠
ら
せ
ん

　
・
医
者
曰
く　
風
邪
に
は
卵
酒
で
良
か　
　
　
　
　
　
　
日
當 

山
岳

　　
・
折
り
返
し　
呑
み
過
ぎ
る
な
と
来
る
メ
ー
ル

　
・
秘
密　
内
緒
話
は
千
里
飛
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
飼 

竜
胆

■
川
柳

　
・
丁
寧
に　
頭こ

う
べ

を
下
げ
る　
稲
穂
か
な

　
・
芋
掘
れ
ば　
鍬
の
柄
先
に　
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　
　
　
上
村 

義
喜

　　
・
川
の
字
は　
六
十
の
娘　
中
に
し
て

　
・
や
か
ま
し
い　
必
死
で
よ
ぶ
よ　
猫
の
恋　
　
　
　
　
カ
ヅ
子

　　
・
お
堂
さ
ん
の　
大
木
の
下
で　
座
談
会

　
・
月
を
見
て　
子
供
の
頃
の　
歌
思
う　
　
　
　
　
　
　
蔀 

フ
ク
エ

■
短
歌

　
・
燦さ

ん
さ
ん燦
と　
日
の
照
る
庭
に　
ひ
ま
わ
り
の

　
　
天
に
向
か
っ
て　
い
き
お
い
て
咲
く

　
・
Ｓ
Ｌ
の　
客
を
も
て
な
す　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
球
磨
梨な

し

さ
し
出
し　
心
か
よ
わ
す　
　
　
　
　
　
　
　
山
本 

露
子

　　
・
優
し
さ
と　
明
る
さ
あ
れ
ば　
ひ
と
り
と
て

　
　
生
き
て
ゆ
け
そ
な　
髙
き
名
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
童 

幸
子

　
・
若
鮎
の　
香
り
ゆ
た
か
に　
姿
焼
き

　
　
恵
み
に
感
謝
し　
頂
き
ま
せ
り

　
・
米
寿
ま
で　
命
給た

ま

い
て　
今
日
も
又

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
え　
夫つ

ま

い
そ
い
そ
と　
　
　
　
　
可
津
子

み
ん
な
の
広
場
※
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
総
務
企
画
課
へ

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
届
け
出
分
（
敬
称
略
）

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

（
氏
名
）

糸い
と
は
ら原 

葉は
づ
き月

舟ふ
な
と戸 

菜な
づ
な沙

齊さ
い
と
う藤 

慧け
い
し
ょ
う照

（
保
護
者
）

洋よ
う
す
け介

満み
つ
る孝た

か
ひ
ろ廣

（
地
区
）

糸
原

地
下

神
二
区

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
氏
名
）

橋は
し
づ
め詰 

紀き

美み

こ子
（
73
）

豊と
よ
お
か岡 

ミ
ヨ
子こ

（
79
）

中な
か
や
ま山 

市い
ち
よ
し義

（
80
）

毎ま
い
と
こ床 

通み
ち
ひ
ろ博

（
86
）

松ま
つ
も
と本 

ミ
ユ
キ
（
84
）

大お

お

む

た

無
田 

袈け
さ
と
し利

（
80
）

（
地
区
）

橋
詰

柳
詰

岳
本

中
園

松
本

大
無
田

戸
籍
の
窓

　球磨村公民館図書室では、１回につき１人２冊まで１週間レンタルがで
きますのでぜひご利用ください。お待ちしています。
■受付日　月～金（祝日を除く）　■受付時間　午前８時 30 分～午後５時
■問い合わせ　教育委員会　☎ (32)1117

64（ロクヨン）
横山 秀夫　著

　
『警察発表』に真実はあるのか。昭和 64
年に起きたＤ県警史上最悪の翔子ちゃん
誘拐殺人事件をめぐり、刑事部と警務部
が全面戦争に突入。狭間に落ちた広報官・
三上義信は己の真を問われる。怒濤の展
開、驚愕の傑作ミステリー！

種をまこう
全国人権擁護委員連合会　編集
（公財）人権擁護協力会　発行

全国中学生人権作文コンテスト入賞作か
ら抜粋した作品集。入賞作文からは、中
学生の体験をもとにした真実の声が聞こ
えてくる。中学生の願いや決意が語られ
ている。中学生の皆さんにこの本を読ん
でもらい、私たちの身近に起きている人
権問題に気付いてほしい。そして、無意
識のうちに周りの人の人権を侵してはい
ないか、深く考えてほしい。

わりなき恋
岸 恵子　著

激動する世界情勢と日本経済、混沌とす
るメディア界の最前線に身を置く二人が、
偶然、隣り合わせたパリ行きのファース
トクラスで、ふと交わした『プラハの春』
の思い出話…。それが全ての始まりだっ
た。容赦なく過ぎゆく時に抗う最後の恋。
愛着、束縛、執念…男女間のあらゆる感
情を呑み込みながらうたい上げる人生賛歌。
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行事予定　EVENT CALENDER　⑪月
㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏

１ ２

３
第 39 回球磨村分会
対抗駅伝大会

（10:00 ～ 球磨村一円）

４
一勝地阿蘇神社奉納
剣道大会

（9:00 ～ 一小）

５ ６
くまもと教育の日
in くまむら

（14:00 ～ 球中）

７
こ ど も 歯 科 健 診・
フッ素塗布

（午後指定時間～ 清
流館）

８ ９
一勝地阿蘇神社大祭

（一勝地阿蘇神社）

10
大無田阿蘇神社大祭

（大無田阿蘇神社）
一勝地阿蘇神社奉納
ソフトボール大会

（9:00 ～ 球中）
やまびこ運動会

（9:00 ～立野分館）

11
区長文書

（お知らせ版発行）
大瀬阿蘇神社大祭

（大瀬阿蘇神社）

12
神瀬住吉神社大祭

（神瀬住吉神社）
住吉神社奉納弓道大会

（9:00 ～高音弓道場）

13 14 15
渡阿蘇神社大祭

（渡阿蘇神社）
環境教育研究発表会

（一小）

16

17
球磨中学習発表会

（球中）
花いっぱいボラン
ティア運動

（9:00 ～ 松谷棚田）

18 19 20 21
こころの悩み相談

（13:30 ～ 16:30 清
流館）
３カ児、６カ月児健診

（13:00 ～ 渡多）

22 23
人吉街道ふれあい
ウォーク

（9:00 ～ 球泉洞ス
タート）

24
渡小学習発表会

（渡小）

25
区長文書

（広報くまむら発行）

26
行政相談

（10:00 ～ 清流館）

27 28
第１回家族介護教室

（10:00 ～ 千寿園）

29 30

■各施設の略称
清流館：球磨村コミュニティセンター「清流館」　渡多：渡地区多目的集会施設　神多：神瀬地区多目的集会施設
やまなみ：石の交流館「やまなみ」　かわせみ：一勝地温泉かわせみ　運公：球磨村総合運動公園　さんがうら：田舎の体験交流館「さんがうら」　
渡保：渡保育園　こがね：こがね保育園　神保：神瀬保育園　渡小：渡小学校　一小：一勝地小学校　球中：球磨中学校

休日当番医　⑪月
３日 日

東病院（あさぎり町） ☎ (45)5711
増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町） ☎ (45)8001
たかはし小児科内科医院（人吉市） ☎ (24)2222

４日 月
犬童耳鼻咽喉科（多良木町） ☎ (43)0777
高田内科医院（錦町） ☎ (38)3677
公立多良木病院小児科（多良木町） ☎ (42)2560

10 日 日

こんどう整形外科（あさぎり町） ☎ (45)6555
犬童内科胃腸科医院（あさぎり町） ☎ (45)1125
権頭医院（相良村） ☎ (36)0008
増田クリニック小児科（人吉市） ☎ (22)3570

17 日 日
桑原医院（あさぎり町） ☎ (45)0205
岩井クリニック（あさぎり町） ☎ (49)2181
やまむら医院（あさぎり町） ☎ (45)0005

23 日 土
古城クリニック（水上村） ☎ (44)0321
田中医院（錦町） ☎ (38)0061
人吉総合病院小児科（人吉市） ☎ (22)2191

24 日 日
そのだ医院（湯前町） ☎ (43)2063
深水内科医院（錦町） ☎ (38)3221
たかはし小児科内科医院（人吉市） ☎ (24)2222

※都合により変更になる場合がありますので、受診する人は事前に当番医療機関にご確
　認ください。

人口・世帯の動き
（平成 25 年 10 月１日現在）

人口 前月比
世帯数（戸） 1,591 ３
人　口（人） 4,227 ０
男　性（人） 1,995 ０
女　性（人） 2,232 ０

各種相談日程
　村で開催される各種相談の日程をお知らせ
します。

「こころの悩み相談」
期日：11 月 21 日 木
時間：午後１時 30 分～午後４時 30 分
場所：球磨村コミュニティセンター「清流館」
（問い合わせ）住民福祉課　☎ (32)1112

「行政相談」
期日：11 月 26 日 火
時間：午前 10 時～正午
場所：球磨村コミュニティセンター「清流館」
（問い合わせ）総務企画課　☎ (32)1111
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後
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▼
球
磨
村
の
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
へ
の
加
盟
が
決
定
し

ま
し
た
。
私
も
、
島
根
県
海
士
町

で
の
臨
時
総
会
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
同
じ
想
い
を
持
つ
54
の
町

村
と
地
域
が
集
ま
り
、
お
互
い
が

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
、
美

し
い
村
づ
く
り
を
し
て
い
っ
た
ら

よ
い
の
か
、
具
体
的
な
取
り
組
み

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
な
が

ら
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
の

球
磨
村
と
し
て
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
▼
10
月

も
後
半
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
中

は
気
温
も
高
く
、
冷
え
込
ん
で
い

く
の
も
ま
だ
ま
だ
先
な
の
か
な
と

感
じ
ま
す
。
一
方
で
今
年
は
、
台

風
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
先

日
の
伊
豆
大
島
で
の
土
石
流
災
害

で
は
、
多
く
の
人
が
被
災
し
、
死

者
も
出
て
い
ま
す
。
今
回
の
甚
大

な
土
石
流
災
害
は
「
ま
さ
か
」
と

い
う
想
定
外
の
こ
と
が
起
こ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
想

定
外
の
こ
と
を
想
定
内
の
こ
と
と

し
て
、
防
災
意
識
を
強
く
持
ち
な

が
ら
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
朗
）

　
自
動
車
整
備
工
場
を
経
営
す
る

箙え
び
ら
せ瀬
裕ゆ

う
す
け助
さ
ん
（
54
）
の
『
笑
顔

の
源
』
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽

し
む
こ
と
で
す
。

　

30
歳
頃
か
ら
本
格
的
に
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
始
め
た
箙
瀬
さ
ん

は
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
年
齢
を

問
わ
ず
楽
し
め
る
し
、
世
代
間
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

る
。
自
分
の
健
康
づ
く
り
に
も
な

る
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。
一

方
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
の
時

は
「
試
合
で
人
数
が
そ
ろ
わ
な
い

と
き
は
が
っ
く
り
く
る
」
と
頭
を

抱
え
る
そ
う
で
す
。

　
仕
事
で
は
「
お
客
さ
ん
の
車
を

修
理
し
て
、
お
客
さ
ん
の
笑
顔
を

み
る
と
う
れ
し
い
」
と
語
る
箙
瀬

さ
ん
。
し
か
し
「
出
張
し
て
い
る

と
き
に
修
理
の
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
時
に
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
な

い
の
が
申
し
訳
な
い
」
と
も
。

　
「
仕
事
が
で
き
る
か
ら
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
楽
し
い
。
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
が
で
き
る
か
ら
仕
事
も
頑
張
れ

る
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
仕
事
と

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
お
互
い
に
良
い

ら
せ
ん
を
描
き
ま
す
。
11
月
に
岡

山
県
で
開
催
さ
れ
る
「
西
日
本
実

年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
県
代

表
と
し
て
臨
む
箙
瀬
さ
ん
。
こ
の

こ
と
が
彼
を
仕
事
で
も
輝
か
せ
る

の
で
し
ょ
う
ね
。

vol .07
Smile
～笑顔で輝く球磨人～

仕事とソフトボールが
お互いに良いらせんを描きます

箙え
び
ら
せ瀬 
裕ゆ

う
す
け助 

さ
ん （
神
瀬
二
区
）


